
せきたん

って飽 ・ 甲 ・ 乙 ・ 丙 ・ 了の 5 片からなり ， この(云架による自主送

品の整理ブJは図のとおりである。

つぎに従来i州民伝裂の金傾を更正する場合において， 減古1'1更

正する場合はIT;t保転伝誤記紋科目の逆仕えRで， 受側から発側に

返送の形態をとっていたが，昭和 27 年度からはこのような場

合は，原受 lJli)から原発fI[lJへの新たな保転として処却することに

し，画一的な{呆伝処理方に より誤謬を駆力防止すること とし ，

また í*転伝y}~の金額訂正も発lJlリで各片( 5 片)を-~n:で行う場合

のほか， これを禁止し発 1)lIJ と斎世[lJ て:fÏt送品金額に不一致を生ず

ることのないようにしている。

なお各物rWI t-H納役は毎月末に積送品未領収月報を作成して，

地方資材部長または資材事務所長および会計長に提出し)~側決

J7 箇所の未整!~Ilß't送品制と，発送元における保転伝以の倣l以íH

未着金額(積送r~71 ) との一致を照合するとともに， 年度経過後も

不一致のものは保転{云22 ごとの rljl細部を付して，地ブ'j>rt材部長
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主互いユ土

①Jt-r成品保管転換のため発剖IJ物品出納役が保転li'i襲を発 170
② 発側物品:11納役は保転伝 ~I，'J 甲 1\ を発側決Jì 筒所に提出 し ， '1 ' ・
乙 ・ 丙 ・ í l\-は~IWl と同1I:'fに受側物rWllJ.\納役に送付。
③ 発側決J"J&l)j所は "PI十により日 号|表記帳.
@受íUIJ物品出納lx~:t現品を受入れたので，丁片を受入証拠í' Wi と

し乙 ・ 丙片を決算筒ì'Jiに送付。

⑤ 受側決算箇所は乙片により日計表記帳。
⑥ 償送品開'J:ïËをおこし仕向通知性により発側決算f品所に 1:1: 川iJD
⑦ 仕向通知f~fにその内訳として ， 丙nを添付して発削IJ決算I.Îiífrに
送付.
③発側決Jì 箇rJiは {上向通知l，'}に よ り仕 I古j勘定をおこし ， EI 針表に

;記娘。

⑤ 丙片 ・ ③により記帳した日計表およひ③によ りおこした日 J-I 表
を相互に!照合しその一致を確認して丙月を発側物品出納役に返

送.
⑮滋H と丙 1;-<領収~l)に よ り . 受側到lfおよひ1\'(送 rfll~在 FJ!済を!開
合雄J.~して編てつ保存。

⑪発ßlIJ物品 1.1.\納役は.飢収~!} ;t~者の民片により償送品米領収月報

を作成して ， 発側決算箇所および地方資材部に拠出し， 元帳との
!照合.倒収(~f返送方の促進.不一数原因のVI.jj'f.停を行う .

または資材事務所長から資材局長に報告し， 償額 (1とjな盤胞を行

うことにしている。(市原町之)

せきたん石炭

1 概袈

医|鉄斤l炭は~lj II主主1l転JTl . 船舶用 ・ エ j~~すえ付ポイラ HI . 'flì 力

H-J 空宇として使用され. その消q'l設はi減少傾向を示してはいるが

石炭 ・ 練炭合わせておよそ 600 万 t ， 食傾にしておよそ 320 億

円，国鉄経!l'(の 13 % をしめ ， 国内:t:，-f1{生産量の 1 'J，lj以上に及ん

でL 、る。したが っ て国鉄は電力 ・ 鉄鋼とともに石炭業界におけ

る 3 大需要家であり，戦前から国鉄Hl f1{の filfJ陥は市況を左右す

ると称されている。国鉄経岱にしめる石炭の比ffi:から凡て ， 国

鉄 JTJ f1{の高 lìí (illiは迩貨の自立七げを招米したこともある。間飲用

段は園内炭 ・ 斜U!R . 外地炭等の購入段と志免鉱業所の生i1'fi:1!Rで

まかなって:おり ， 産地別， m回目IJの使坪J ;rtli聞はつぎのようであ

る。

九州炭 37% (凶郎 ・ |刻 1)可 ・ 中部支社管下および東鉄の

一部)

北海道炭 29% (北海道 ・ 東北の全部と関東 ・ 中部支社管

下の一部)

常磐炭 7% (J誕l東全部と中部 ・ 東北支社管下の一部)

1.lJ口氏 1 % (阿部の広島地区および関西支社管下のー

剖D

練炭 25 % (全 線)

その他 1 % (特定地院にて使用)

t記のようにわが同の炭聞のほとんどが使用の対象とな っ て

おり ， 北海道炭と九州民の使用限界は輸送fi'[!縦から考慮して|主|

東地区で ， 境界線が引かれる。

またこれを品質的にみると，わが国の最高級品としてのタillR

日J込炭 7，600kca l / kg の涯背 Ul きせし、)tJとから， 4 ，600 kca l / kg 程

j立の褐炭まで使則されており ， 発熱査をやf1{'i'l_の相違， とくに三

池炭のような粕紡伏および粉阪はこれを泌決することによっ

て ， j吏 mの合理化を突施している。なお微~7)伎は事R肢として伝

)11 され，最近に至 っ て機l主jJlI性能の向上と ， 隆道(ずいどう) ・

勾配(こう l ま L 、 ) 区間その他作業困難な線区での乗務日の労力a怪

滅と ， あわせて燃料節約を目的に B :ill:泊年間およそ 5-6 万 kl

を練炭と併燃しているが， これに使用するおR炭は燃焼上火もち

のよいものがよく ， 乙釘i紛W{ より甲種紙Ui之がよいj戊記1を示して

いる。各政僚による使用状況はつぎのようである。

褐炭 (か っ たん)は illll!k:より炭化の進んだもので， 色は補色ま

たは黒色，常磐炭 ・ 宇部俊は大部分これである。発熱iiIが一般

に低く国鉄においては一郎を除いて点火 ・ {呆火その他雑用に{吏

m さ;/1-ている。

渡青炭は{氏度illt1'f伏および l河j立または半続背伐に大別され，

いずれもiJi\色で光沢があり . JlIi 7Ë分少なく発熱量はiI11 い。 一般

には発熱量が漸次iÊ/i くなるにつ;/lて粘粘性が伴なうが. j足度illt

青侠はこれが少ないため，段以J Ilï用には大部分これが使用され

ている。

粘結炭は一般に iffiiltä医背/)(に多く， 三池I!iとはその代表的なも

のである。 lji11tで使用することは悶難で，他の石炭ととlé 々くら

いに混段使用してし、る。

微粉炭は石炭を 100 - 200 メッ γ ュ で通 した微細な粉状のも

の。機関車としては取J訟のÏ(ií(Jiil と j温風による飛散仰失が多い

のでほとんどそのままでは{吏期していない。

甲種練炭は主として i!在感系の石炭を主Jj託料とし ， - il1H，)炭ま

たは微粉炭を混合して製造したもので， 7,000 kcal /kg 以上の発

熱置を有し ， liぃ煙防止によるサー ピス向上， 乗務民の労力焼

以とあわせて後l其jJJI性能の l向上のために使m している。

乙種練炭は本邦廷の漉背炭および褐/iiとの粉炭を ， 主原料とし

てつくられており ， 6,000-6,800 kcal /kg の発熱量を有し，乗務

口の労力経i滅と機関車性能の向上の目的に使用されている。

マセック練炭は，臨IW提の形成がアメリプJ における事I!段会社の

H'ij ，Wlにまねているからこの名がある。国鉄における大部分の練

決はこの形が係!刊されている。

ピッチ斜i/)(は，事R/ii{の製造にあたって，結合商Ij としてピッチ

を使flJ し ているところから この名がある。国鉄の紛lÈ売はすべて

ピッチ 線以であり ，年間の使用量:は約 130 万 t である。

国鉄の標準炭 とは，炭'í'J:の良否を比較検討する幼合に行う試

焚(ふん)試験に I~~ 、て，基準l共となる石炭を際11主炭とい ってい

る。
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